
別紙　入院診療計画書

上部ＥＳＤ（内視鏡的粘膜下層剥離術）を受けられる方へ　　　　　　　　　　　　　　　様
　

経過 手術前日（入院日） 当日（手術前） 当日（手術後） 手術後１日目 手術後２日目 手術後３日目 手術後４日目 手術後５日目 手術後６日目 手術後7日目(退院日）

月　日 ／　 ／　 ／　 ／　 ／　 ／　 ／　 ／　

・治療について理解できる ・血圧・脈拍が安定し、痛みや出血がない ・出血がなく食事が開始できる ・退院後の注意点がわかる

目標 ・安静が守られている ・痛みがなく日常生活に支障がない

・夕方まで点滴があります

・止血剤の内服があります ・止血剤の内服があります
（6時･18時･21時） （6時・12時・18時・21時）

・夜から胃薬の内服が

始まります

・朝、血液検査があります

・検査結果によりトイレ ・病棟内歩行可能です

歩行まで可能です

・夕食後は絶食です・絶食です ・絶飲食です ・朝から流動食を開始します・朝から３分粥 ・朝から５分粥 ・朝から７分粥 ・朝から全粥 ・朝から軟飯

（胃潰瘍食） （胃潰瘍食） （胃潰瘍食）

あります

※病状によって医師より安静度、清潔、退院日など変更される場合があります

※分からないことがありましたら、その都度看護師にお聞きください

以上につき、　　　　年　　　　月　　　　日　主治医から説明を受けました。　　　　　　　　　　　患者署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代理人：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（続柄            ）

／　

・手術は午後にあります

・車椅子で内視鏡室へ移動します

・手術の呼び出しがあれば、痛みと緊張を和らげる注
射をお尻に行います

・治療について不安なことがあれば伝えることができ
る

・薬を服用中の方
は看護師にご提示
下さい

・医師に許可された朝の
薬は6時に内服して下さい

食事

治療

注射

内服薬

・準備が整いましたら、車椅子で内視鏡室まで案内します

・トイレ以外はベット上で
ゆっくりお休み下さい。ふら
つきがあれば付き添います

・夕方・21時に止血剤（水剤）の
内服が始まります

検査

安静度

・朝から昼過ぎまで点滴が
あります

・毎食後に胃薬の内服があ
ります
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・内服はご本人の管理となります

・午前中に胃カメラがあり
ます

・朝11時頃より点滴を開始し、手術翌日まで継続します

・水分（白湯・水のみ）は
11時まで可能です

・薬剤師より薬についての説明があります

・胃カメラの結果、2時間
後より水分を開始します

・医師の許可があればシャワー浴は可能です

・制限はありません

・看護師より退院後の生活について説明が

・退院後２週間は禁煙・禁酒の上、食事の際には
胃酸分泌を促進させるもの、消化の悪いものや
刺激物は避けて下さい

・入院案内および、　
　手術の説明があ
ります

説明

 ・手術後、普通便になるまで便の色や性状を観察して下さい
・腹痛が強い時は看護師にお知らせ下さい

・処方された薬は忘れず内服して下さい

・初回排便時や便の色に異常がみられる場合は流さずに看護師へお知らせ下
さい

・医師より手術結果の説明
があります　　　　　　　　　　　
　　　　　　　・御家族の方は
お部屋でお待ち下さい

清潔
・制限はありません ・体を拭きます

・時計、義歯、靴下、腹
巻、ヘアピン貴金属は取
り外して下さい

医師 看護師 


